



























　これまでに、片手使用包丁注 1-3）･ 座位姿勢包丁注 1-3）( 図１), 片手で容器開封 ( 図２), 片手
で牛乳パック開封 ( 図３), 片手でシフトキー ( 図４), 右麻痺者用の片手でカメラ ( 図５), 片
手でサランラップ , 片手でゴミ袋縛り , 片手で新聞紙縛り , 片手で布巾絞り , 片手で靴下 ,
片手でファスナー , 片手で腕時計 , 片手で指輪などの自助具を制作 ･ 提案してきた。
　学外発表としては、2009 年より自助具フォーラム 1) での発表をほぼ毎年続け、専門家
からの貴重な意見や情報交換を行ってきた ( 図６)。次に一般市民への情報発信が必要と































　試作１( Ｌ型包丁注 1)) は、座った状態で握った腕に負担がかからないグリップ形状を目
的とした。先行事例の UD グリップ包丁を参考に試作を制作した。初めにベニヤ板ブレイ
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ドとバルサグリップで、角度を 45 度 ,60 度 ,75 度に設定し試作を制作した。被験者実験 ( ９
名 ) の結果から、グリップ角度 60 度の優位性が示された。次にこの結果を基にタケフナ
イフビレッジ協同組合の協力を得て、学生が本制作を行った ( 図 10)。
　試作２( ウルナイフ型包丁注 1)) は、座って調理を行うエスキモーの伝統ナイフ「ウルナ
イフ」に着目し、アルミ板ブレイドとスタイロフォームグリップを使用して、試作包丁を
4 点制作した。左から伝統型ウルナイフ , 市販型ウルナイフ , 改良ウルナイフⅠ , 改良ウル
ナイフⅡ ( 図 11)。その他にＵ型ウルナイフと三徳包丁の中抜き包丁を制作した。









木型試作を制作し使用方法の検証を行った ( 図 14）。被験者実験の結果、片手使用包丁は
市販品のグリップエンドカットの改造でも対応できるが、手の小さい方には背の指かけが
有効であった。また、まな板に包丁のガイドとなるバー取り付け、菜切り包丁型も制作し
たが、当初の問題解決には至らなかった ( 図 15)。
2-5．中抜き包丁の製作方法と試作完成品
　これまでの実験結果の結果、下記の２種の包丁に優位性が見られた。中抜き包丁は三徳
包丁のプレス打ち抜き後の、外側の鋼材を使用することでコスト削減を図った ( 図 16）。
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握り手の接触を少なくすることができた ( 図 17）。片手使用包丁注 2-3) は中抜き部を中止し、
背の指かけ部分のかき込みを大きくし、軽量化と手の小さな人への対応を考慮しデザイン





設けた。ポリウレタン樹脂は基材が黄褐色のため注型時に顔料で黒色に着色した ( 図 19）。
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　今回の製作の流れを図 20 に示す。左から①ワイヤーカッターでの切抜き ( 一度に 10 ～
18 枚 ), ②切抜き後にインサート部に穴あけ , ③焼入れ後のブレイドに刃付け , ④グリップ






表として平成 27 年度日進市提案型大学連携協働事業「自助具の紹介と体験会 3)」と、第
19 回国際福祉健康産業展ウェルフェア 20162) で作品発表を行い、障がい者や専門家から
の聞き取り調査を行い、障がい者包丁の有意性を確認した。
３．女性目線で考えた新しい取り組み
　ここで近年の活動を紹介する。片手でマニュキア ( 考案者：谷高未紗 ) は、マニュキア
筆を作業台に固定し、健側の指を動かすことでマニュキアを塗り、除光液筆に取り換える
ことでマニュキアを落とすことができる ( 図 21 左 )。片手でコンタクトレンズ 10)（考案者：
阿部有里）は、アクリル板の中央に突起を付け、ここでまぶたを押し上げ、下の鏡で眼球の
位置を確認しながらコンタクトレンズを装着する ( 図 21 中央 )。片手でミニドレッサー 11)
( 考案者：梅原愛実 ) は、サイズの異なる天板部のくぼみに、化粧品容器を差し込み蓋の
開封ができ、前板のマグネットにファンデーションが蓋を開けた状態で固定できるなど、












　試作制作と被験者実験にあたっては、椙山女学園大学滝本研究室の菊田汐音 ･ 笹真琴 ･
森一枝 ･ 小川まどか ･ 谷高未紗 ･ 阿部有里 ･ 梅原愛実他、椙山自助具の部屋のメンバーら
の協力を得ている。ここに感謝の意を表します。
注および作品データ , 関連業者一覧
注 1）用語の解説 : 三徳包丁とは菜切包丁と牛刀を組み合わせた一般的な包丁、ウルナイフとはエスキモー
の伝統ナイフ ( 図 11）、Ｌ型包丁とは持ち手をＬ型にした包丁 ( 図 10）、座位姿勢包丁とは握り位置
をブレイドの上にした包丁 ( 図 1 中と右）、片手使用包丁とは親指と中指で食材を固定する包丁 ( 図
1 左 )。
注 2）作品データ : サイズ / 座位姿勢包丁 245mm × 60mm × 22mm(132g）、片手使用包丁 292mm ×
48mm × 17mm(134g）、ブレイド / 特殊鋼材 VG5( ワイヤーカッター切断と熱処理）、グリップ / 硬
質ウレタン成型品 ( シリコン型注型成形）、価格 / いずれも定価 7,000 円
注 3）関連業者一覧：座位姿勢包丁製作 / 北岡刃物製作所、片手使用包丁製作 / ㈲加茂籐刃物、ワイヤーカッ
ター加工 / 朝田金型製作所、グリップマスターモデル製作 / 型宮産業㈲、グリップ樹脂加工 / ヘル
メス㈱、製造 ･ 販売元 / タケフナイフビレッジ協同組合
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